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高
校
生
に
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
の
売
り
方
を
考
え
て
も
ら

お
う
―
―
。
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
が
行
わ
れ
た
８
月
４

日
、
公
開
講
座
「
高
校
生
の

た
め
の
経
営
学
実
践
講
座
」

（
協
力
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
）
が
開
催
さ
れ
た
。

経
営
学
部
が
「
高
校
生
に

経
営
学
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
企
画
、
８
回
目
と
な
る
。

今
年
は
「
心
を
つ
か
む
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
の
売
り
方
」
を
編

み
出
す
の
が
課
題
。
事
前
に

申
し
込
ん
だ
神
奈
川
県
な

ど
の
高
校
生
６５
人
が
１０
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
チ
ュ

ー
タ
ー
の
経
営
学
部
生
と

と
も
に
３
時
間
、
知
恵
を
絞

っ
た
∥
１
面
に
写
真
。

「
放
課
後
や
ア
ル
バ
イ
ト

オ
フ
の
女
子
高
生
を
狙
え
」

「
バ
ー
ガ
ー
食
べ
て
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
よ
う
」…
…
。プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
高
校
生
な
ら

で
は
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、

初
々
し
い
宣
伝
コ
ピ
ー
や
自

ら
が
実
践
す
る
Ｃ
Ｍ
も
登
場
。

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

参
加
者
も
来
場
し
た
会
場
か

ら
拍
手
と
歓
声
が
沸
い
た
。

優
秀
チ
ー
ム
は
、
専
修
大

学
と
モ
ス
フ
ー
ド
双
方
が
選

ん
で
表
彰
。
専
大
賞
１
位
、

モ
ス
フ
ー
ド
賞
３
位
、
教
室

対
抗
賞
の
�
ト
リ
プ
ル
賞
�

に
輝
い
た
の
は
、
生
野
菜
ふ

ん
だ
ん
の「
菜
摘
バ
ー
ガ
ー
」

Ｐ
Ｒ
を
考
え
た
６
人
チ
ー

ム
。
歌
あ
り
劇
あ
り
の
Ｃ
Ｍ

を
考
え
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

高
さ
が
評
価
さ
れ
た
。
馬
塲

杉
夫
経
営
学
部
長
と
モ
ス
フ

ー
ド
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

同
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
宮

下
太
希
さ
ん
は
山
梨
県
か
ら

参
加（
富
士
北
稜
高
）。「
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
討
論
で
き
た
の

が
良
か
っ
た
」
。
母
親
か
ら

参
加
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う

笹
野
光
輝
さ
ん
（
神
奈
川
県

鶴
嶺
高
）
は
「
メ
ン
バ
ー
に

も
チ
ュ
ー
タ
ー
に
も
恵
ま
れ

た
」
と
、
た
く
さ
ん
の
賞
品

を
手
に
笑
顔
で
話
し
た
。

白
井
孟
岐
さ
ん（
経
営
３
）

と
チ
ュ
ー
タ
ー
を
担
当
し
た

友
實
竜
也
さ
ん
（
同
）
は
「
年

齢
が
近
い
か
ら
み
ん
な
と
す

ぐ
打
ち
解
け
た
。
経
営
学
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

７
月
２０
日
、
東
京
都
足
立

区
の
東
京
武
道
館
で
開
か
れ

た
第
２５
回
東
京
都
杖
道
大
会

（
東
京
都
剣
道
連
盟
主
催
・

東
京
新
聞
な
ど
後
援
）
で
、

専
大
杖
道
会
は
各
ク
ラ
ス
で

優
勝
、
準
優
勝
の
ほ
か
ベ
ス

ト
４
に
多
数
が
入
り
、
大
活

躍
だ
っ
た
。

１
級
以
下
の
部
で
加
藤
千

智
（
文
１
）
・
杉
崎
千
春
（
法

１
）
組
が
優
勝
。
初
段
の
部

で
は
、
逆
井
拓
海
（
文
２
）

・
三
歩
拓
（
文
２
）
組
が
準

優
勝
。
以
下
の
チ
ー
ム
が
ベ

ス
ト
４
入
り
し
た
。

〔
１
級
以
下
の
部
〕
尾
上
以

沙
菜
（
文
１
）
・
吉
田
瑞
希

（
文
１
）
組

〔
初
段
の
部
〕
田
中
達
真（
文

２
）
・
藤
田
海
理（
経
済
２
）

組
▽
大
村
沙
織
（
文
２
）
・

山
崎
真
美
（
商
２
）
組

〔
二
段
の
部
〕
村
上
晋
之
介

（
法
３
）
・
大
谷
直
也
（
東

京
学
芸
大
学
２
年
）
組

〔
五
段
の
部
〕
石
﨑（
河
上
）

珠
枝
（
平
１８
経
済
）
・
岸
野

紘
子
（
平
１８
経
営
）
組
∥
以

上
敬
称
略
。

同
会
は
創
部
１５
年
で
、
現

在
５５
人
。
顧
問
の
宇
都
榮
子

人
間
科
学
部
長
は
「
お
互
い

せ
っ

さ

た
く

ま

に
刺
激
し
合
っ
て
切
磋
琢
磨

し
て
い
る
。
今
後
も
心
身
の

鍛
錬
に
励
ん
で
」
と
語
る
。

※
杖
道
は
棒
術
の
一
種
。
防

具
を
使
わ
ず
、
２
人
１
組
で

一
方
が
杖
、
他
方
が
木
刀
で

立
ち
向
か
い
、
指
定
さ
れ
た

立
ち
合
い
の
形
を
２
組
が
同

時
に
演
武
し
、
正
確
さ
、
早

さ
、
鋭
さ
な
ど
を
競
う
。

校
友
会
の
相

模
原
支
部
（
渋

谷
隆
宏
支
部
長

∥
昭
３３
商
経
）

と
町
田
支

部

（
池
田
敏
彦
支

部
長
∥
昭
３６
商

経
）
の
会
員
１５

人
が
、
７
月
２８

日
に
行
わ
れ
た

「
境
川
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ

作

戦
」に
参
加
し
、地
域
交
流
と

母
校
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
∥
写

真
。「

境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
」
は
神
奈
川
県
相
模
原

市
と
東
京
都
町
田
市
の
間
を

流
れ
る
境
川
の
環
境
美
化
・

保
全
を
目
的

に
、
両
市
の

市
民
ら
が
参

加
し
て
行
わ

れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
。
本
学

の
両
支
部
の

参
加
は
今
年

で
４
回
目
。

猛
暑
の
中
、

会
員
た
ち
は

「
専
修
大
学
」
の
の
ぼ
り
旗

を
立
て
、
担
当
地
域
の
清
掃

活
動
に
励
ん
だ
。

〈
岐
阜
県
連
合
支
部
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
〉

▽
１０
月
５
日
（
土
）
▽
土
岐

Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
５
分
「
レ
イ

ク
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
」
□問
桑
原
俊
朗
氏
☎
０
５

２
・
５
０
４
・
１
１
３
３

（
し
ん
せ
い
綜
合
税
理
士
法

人
内
）

〈
大
阪
府
支
部
専
修
大
学
卒

業
生
の
集
い
〉

▽
１０
月
６
日
（
日
）
１１
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
環
状
線
福
島
駅
す

ぐ
「
ホ
テ
ル
阪
神
」
□問
高
松

伊
太
郎
氏
☎
０６
・
６
２
０
３

・
６
８
７
７

〈
佐
倉
・
四
街
道
支
部
総

会
〉

▽
１０
月
１２
日
（
土
）
１１
時
３０

分
開
会
▽
京
成
線
ユ
ー
カ
リ

が
丘
駅
前
「
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン

ホ
テ
ル
・
ユ
ー
カ
リ
」
□問
伊

藤
隆
文
氏
☎
０
９
０
・
７
８

２
９
・
５
６
４
６

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
１９
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
徒
歩
５
分

「
山
形
国
際
ホ
テ
ル
」
□問
佐

藤
啓
氏
☎
０
９
０
・
８
９
２

２
・
６
６
０
２

〈
城
南
支
部
設
立
総
会
〉

▽
１０
月
２０
日
（
日
）
１２
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
徒
歩
２
分

「
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
メ

イ
ン
タ
ワ
ー
」
□問
深
谷
城
保

氏
☎
０
９
０
・
３
２
３
７
・

７
３
０
７

〈
三
二
会
総
会
〉

▽
１０
月
２０
日
（
日
）
１２
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１５
階
「
報
恩
の
間
」
□問
田
部

俊
彦
氏
☎
０
４
７
・
４
３
８

・
８
１
５
４

私
た
ち
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
抱
え
て
社
会
生
活
を

営
ん
で
い
ま
す
。
大
学
は
、
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
多
様
な
人
々
が
集
ま
っ
て
知
的
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
「
社
会
」
を
担
っ
て

い
く
た
め
の
準
備
を
す
る
場
で
す
。
日

々
、
多
様
な
人
々
と
接
す
る
こ
と
で
私
た

ち
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。「
な
る
ほ
ど
、

そ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
の
か
」
と
気
付
か

さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
多
様
な
人
が
集
う
大
学
の
魅
力
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
他
方
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
が
集
ま
れ
ば
、
当
然そ

そ
こ
に
摩
擦
や
衝
突
、
意
見
の
対
立
や
齟

ご齬
、
一
言
で
い
え
ば
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
増
す
こ
と
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ト
ラ

ブ
ル
が
全
く
起
こ
ら
な

い
と
し
た
ら
、
か
え
っ

て
不
自
然
と
も
い
え
ま

す
。
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ

ル
が
個
々
人
の
努
力
に

よ
っ
て
克
服
で
き
る
程

度
を
越
え
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
時
の
た
め
に
、
本
学
で
は
学
生
相
談

室
や
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
機

関
は
、
「
無
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
す

が
、
現
在
で
は
そ
う
で
は
な
く
、
多
様
な

人
た
ち
の
集
合
体
に
お
い
て
は
必
須
の
も

の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
組
織
を
設
け
る
こ
と
自
体
が
、
ト
ラ

ブ
ル
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
間
の
知

恵
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

不
幸
に
し
て
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
直

面
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
深

刻
化
し
た
り
複
雑
化
し
た
り
し
な
い
う
ち

に
手
を
打
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
・
前
川

亨
）

皆
さ
ん
は
ア
ル
コ
ー
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

「
ア
ル
ハ
ラ
」
と
略
さ

れ
、
飲
酒
に
関
連
し
た
嫌

が
ら
せ
や
迷
惑
行

為
、
人
権
侵
害
を

指
し
ま
す
（
飲
酒

の
強
要
、
飲
酒
に

よ
る
暴
言
、
暴

力
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
）。

そ
の
中
で
皆
さ

ん
に
最
も
注
意
し

て
も
ら
い
た
い
の

が
「
イ
ッ
キ
飲

み
、
イ
ッ
キ
飲
ま

せ
」
に
よ
る
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
す
。

「
短
時
間
で
大
量
の
お

酒
を
飲
む
こ
と
は
、
あ
な

た
が
思
っ
て
い
る
以
上
に

危
険
な
こ
と
。
過
去
１０
年

間
で
２３
人
の
大
学
生
が
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で

命
を
落
と
し
て
い
る
。
昨

年
は
５
人
が
亡
く
な
っ

た
」こ

れ
は
決
し
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
内

に
も
掲
示
し
て
あ
り
ま
す

が
今
年
の
イ
ッ
キ
飲
み
・

ア
ル
ハ
ラ
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
ポ
ス
タ
ー
に
書
か

れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
飲

ま
せ
た
ほ
う
は
み
ん
な
言

い
ま
す
。「
ま
さ
か
死
ぬ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
伝
統

だ
か
ら
、
し
き
た
り
だ
か

ら
、
飲
ま
せ
た
だ
け
」
。

そ
の
、
飲
ん
で
当
然
、
当

た
り
前
と
い
う
状
況
は
飲

酒
の
強
要
に
あ
た
る
の
で

す
。
誰
か
が
気
づ
い
て
止

め
て
い
た
ら
、
死
な
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
無

言
の
圧
力
、
見
て
見
ぬ
ふ

り
も
ア
ル
コ
ー
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
飲
酒
に
ま
つ

わ
る
人
権
侵
害
で
す
。

こ
れ
か
ら
打
ち
上
げ
な

ど
お
酒
を
飲
む
機
会
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩

や
上
司
に
無
理
に
勧
め
ら

れ
て
も
断
る
、
未
成
年
者

に
お
酒
を
勧
め
な
い
、
な

ど
ル
ー
ル
を
守
り
楽
し
い

お
酒
を
飲
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
保
健
室
で
は
自

分
の
体
質
が
ア
ル
コ
ー
ル

に
対
し
、
強
い
か
弱
い
か

を
調
べ
る
ア
ル
コ
ー
ル
パ

ッ
チ
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
保
健
室
）

〈
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
〉

留
学
生
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク

「
富
士
山
五
合
目
散
策
＆
ぶ

ど
う
狩
り
」

▽
日
時
∥
１０
月
６
日
（
日
）

▽
参
加
費
∥
２
０
０
０
円

（
入
園
料
・
昼
食
代
込
）

※
９
月
２３
日（
月
）か
ら
申
込

開
始（
先
着
順
）。
納
金
の
前

に
申
込
登
録
が
必
要
で
す
。

�
国
際
交
流
事
務
課E- m

a

i
l
:
i
a
f
f
a
i
r
s
@
a
c
c
.
s
e

n
s
h
u- u

.
a
c
.
j
p

〈
三
曲
研
究
会
〉

第
４５
回
記
念
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１０
月
６
日
（
日
）

１４
時
３０
分
開
演
▽
場
所
∥
川

崎
市
麻
生
区
「
麻
生
文
化
セ

ン
タ
ー
」


鈴
木
達
也
代
表
☎
０
９
０

・
９
９
３
８
・
６
２
５
７

専修大学は、１８８０年（明治１３年）の

創立以来、多くの方々に支えられて

今日に至っております。

現在、「学生を基本に据えた大学づ

くり」を念頭に置き、人間性豊かな

倫理観のある人材の育成を目指し、

骨太の大学改革に取り組んでおりま

す。創立１４０年、そして１５０年に向け

てさらなる躍進を続けるために、皆

様方のご支援、ご協力を賜りますこ

とを切にお願い申し上げます。

専修大学募金局 ☎０３・３２６５・３１５７

※詳しくはホームページをご覧くだ

さい。

本年度より、ネットバンクを使っ

たホームページからの振り込みがで

きるようになりました。

「心をつかむハンバーガーの売り方」は�

ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
る
知
恵

高校生が知恵絞る

イッキ飲みは絶対にやめて

東
京
都
大
会
で
優
勝
、準
優
勝
、ベ
ス
ト
４

専
大
杖
道
会
が
大
活
躍

▶

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
同
対
策
室
に

経営学部
公開講座

▼ マスコットのセンディ（専大）、モッさん

（モス）と一緒に全員集合

境
川
を
き
れ
い
に

「教育研究振興協力資金」

募金のお願い

校
友
会
２
支
部

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
３
」
を
開
催

▶

１
級
以
下
の
部
の
加
藤

・
杉
崎
組

▶

専
大
杖
道
会
の

メ
ン
バ
ー

１１
月
２
日（
土
）１０
時
～

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
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